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２０１２東京ヴェルディラウンドテーブル  議事録  
２０１２年１２月１５日(日)	 １３：００～１５：００ 
於： 味の素スタジアム（東京都調布市） 
■ クラブ側登壇者： 
東京ヴェルディ１９６９フットボールクラブ株式会社 
代表取締役社長 羽生 英之 
■ 東京ヴェルディサポーターの皆様	 １４４名 
 
羽生	 ： 
皆さんこんにちは。ようこそいらっしゃいました。今日はラウンドテーブルなので建設的な意見の交

換の場になればと思っています。新聞紙上等に移籍情報や私のコメントが出ていると思いますが、話の

一部しか書いていただけていないなどして、皆さんに真意が伝わらず、誤解を招くことが多々あります。

ですから、こういう機会はとてもうれしく、皆さんと直接話ができる場だと思っておりますので、質問

にはきちっと答えたいと思っています。 
皆さんからは事前にご質問をいただき、私も読ませていただきました。その中の質問でまず、『今年

後悔していることはなんですか』という質問がありました。それについて、私の後悔は、キャプテンの

選択。小林選手はとても期待していた選手だったのですが、もしかしたら彼が今持っている力以上の期

待をしてしまったのかもしれません。もう少し彼にゆっくり時間を与えてあげればよかったのではと思

っています。シーズン当初、川勝さんと話をした時、私としてもいいアイデアだと思いましたが、結果

的にシーズン中に移籍するという形になってしまいました。それが今年一番後悔していることです。た

だ、彼はすごく野心にあふれた選手で、ユースの時から海外志向が強く、上昇志向が強い選手です。そ

ういう意味では、Ｊ１クラブに移籍して、チャレンジするのは彼の成長にとっては悪いことではなかっ

たと思っています。ただ、ヴェルディとしては大きな痛手を被った出来事でしたので、その他にも後悔

していることはいくつかありますが、今年一番後悔したことです。 
その他、いただいた質問を拝見させていただくと、質問の中身はチームに関することが多く、その中

のご意見で、『若い選手がどんどん出ていく』ということ、また、『選手を育てて売るという経営をいつ

まで続けるつもりなのか』という厳しい内容のものもありました。これは、皆さんが一番心配なさって

いることだと思います。もちろんＪ１に上がれば収入も増え、自動的にこういう状況は打破できると思

っています。しかしながら、Ｊ２にいる限りにおいて、この状況を打開するためには、収入をあと１億

～２億円程増やさなければなりません。 
私が社長に就任してから強化費の予算を多少増やしました。そういう状況でシーズンを戦って、 終

的に収入が足りないことによってシーズン終了後に選手の移籍を容認しなければいけないということ

が続いてしまっています。しかし、これ以上、強化費を減らすというのは、“イコールＪ１に上がる気

がない”ということになりますので、収益を上げていくしかないと思います。 
我々のクラブはスポンサー収入についてはＪ２の中ではトップクラスですが、入場料収入は他のクラ

ブに比べて少ないという現状が続いています。 
しかしながら、今年のトレンドを見るとＪ１、Ｊ２の他クラブは入場料収入を減らしている状況で、

ヴェルディはほぼ横ばいでしたので踏ん張った方だと思います。昨シーズンは、５月４日ＦＣ東京戦が、

その１試合だけでたくさん入場料収入があったこともあり、年間平均でみると結果的に良かったのです

が、今シーズンはＦＣ東京戦というビッグマッチがなかったにも関わらず、２０１１シーズンの入場料
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収入と比較しても遜色がないくらいの収入があったということはクラブとしての力はついているとい

うことだと思います。 
ただ、それが劇的に増えるということではないので、今後は何か策を講じなければいけないと思って

おります。 
去年も同じお話をしたかと思いますが、Ｊクラブはスタジアムを中心に物事を考えます。近隣の他ク

ラブは来場者の約６０％がスタジアムから半径１０キロ圏内在住者という調査結果も出ています。そう

すると、味スタの周りで営業活動できないというのは、すごく痛いです。その構造は今のところ変わら

ないのでどのようにこの状況を打開するのかを考えなければならない。先日、アルビレックス新潟で集

客に成功したＪリーグの中野専務理事にクラブハウスまでお越しいただき、アルビレックス新潟がどう

やって成功したかというお話を聞きました。新潟と東京では事情も違うので真似するというわけではな

いですが、来シーズンはそういった事例も参考にして、新しいチャレンジをしようと思っています。そ

の集客は、事業部の佐々木部長に専任という形でやってもらおうと思っております。チケット担当の田

中副部長と２人で知恵を出してもらうおうと。皆さんもいいアイデアがあれば教えていただきたいと思

います。 
また、私どものクラブにはジュニア、ジュニアユース、ユースがあり、そこで育った選手が移籍して

しまっているということが皆さんの懸念材料で、なぜそんなことをするのかとお思いになると思います

が、彼らが移籍することによって我々はトレーニングコンペンセーションという収入があり、それでこ

のクラブが成り立っているという現状があります。 
ただし、選手が移籍する際にはいくつかのパターンがあります。まず１つ目は、選手として高いレベ

ルでチャレンジをしたいという本人の意向による移籍です。たとえば、高木善朗選手があげられます。

そういう意味では小林祐希選手もそうかもしれません。 
２つ目はクラブの事情で出さなければならない場合。それは、ヴェルディに残りたいという気持ちが

ある選手でも、話し合いをしてオファーがあるクラブに出すというケース。そういう事情で出て行った

選手が、『ヴェルディ愛がない』と誤解されてしまったりすることもあって、そうなってしまうのはす

ごく悲しいですね。こういった場合、私は２～３年間修業させる気持ちで送り出します。彼らは、ヴェ

ルディに強い気持ちがありますが、移籍先でも活躍してくれと、帰って来れるのであれば、惜しまれて

帰って来てくれと伝えます。 
３つ目は、レベルが達していないため契約満了になる選手。それはプロだから当たり前です。大きく

分けてその３パターンです。 
ですから、まず皆さんにお伝えしたいのは、Ｊ２にいる限りにおいては入場料収入を増やすしか、若

手の有望選手の流出・移籍を止める方法はないということ。あとはＪ１に上がればこの連鎖については

断ち切れるということをご理解いただきたいと思います。 
『社長はどの程度チーム強化に関わっているのか』という質問ですが、川勝さんが辞任するまでは川勝

強化本部長、昼田強化部長という形でやっていました。私は予算の管理はしますが、基本的には選手の

獲得について、この選手を獲ろうとか出そうとかはあまり言わないようにしていました。それは彼らに

任せていました。 
ただ、強化本部長でもあった川勝さんを途中辞任という形で失うことになったので、新監督は私が決

めました。選手編成については基本的には私と三浦監督の２人でやっています。選手を獲るときには代

理人や、相手クラブの存在もありますから、昼田強化部長の力を借りてやっています。そういう携わり

方をしているので去年までと今回とは私の携わり方は変わっています。 
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『メンタルや知性も大事ですが、ヴェルディの 大の特徴である技術に対するこだわりは、今後も持

ち続けてほしい』というご意見について、同じような質問をいくつかいただいています。しかし、我々

は勝てていない。勝てていないから変わらなければいけないですよね。敢えて言うならば、湘南ベルマ

ーレと大分トリニータがＪ１に昇格しましたが、我々の選手がそれらのチームの選手よりも技術的に劣

っていたかというと、決してそうではないと思っています。そうすると、技術面とは違ったところで勝

負がついている。私は子どもたちを預かって、ジュニアからユースまで育てるなかで、技術を大切にす

るという気持ちを持っています。ですが、それだけでは勝てない。メンタルや知性をないがしろにして

は良い選手は育たないと思います。この２年間、アカデミーのコーチ陣には、その考え方を変えてほし

いという話をしています。その結果、コーチ陣の選手への取り組み方はずいぶん変わってきました。 
『ジュニアユースが勝てない、成績がふるわないのが心配』という質問がありましたが、選手の質を

見ていると全く心配はありません。２０１３年、ユースから６人がＴＯＰ昇格しますが、その学年と今

の中学１年生の質が劣っているとは全く思いません。ジュニアユース世代というのは、成長過程にあり、

体格も違うし、心の成長も違います。その世代で勝とうとするならば、体格が大きくて強くて速い選手

を揃えれば勝てます。が、そういうものは２～３年経てばすぐに追いつくものです。目先の勝利にはご

まかされないという話をコーチ陣にしています。中学１、２年生の成長を見ていると、私の考えは間違

っていないと確信しています。我々のアカデミーが衰退しているというのはまったくないと思います。

これからも良い選手を輩出してくれると思います。 
『社長は心からヴェルディを愛している選手にいてもらいたいと発言があったようですが・・・』と

いうことですが、 近は選手の意識が２０年前からすいぶん変わってきました。 
昔はクラブへの帰属意識が強かったです。しかし、今はクラブよりも代理人を見て仕事している選手

が多い。良い職場へ行きたい、そこで良いチャレンジをしたい、という選手がすごく多いです。それが

今のトレンドだと思いますが、ずいぶん変わってきていると思います。しかし、そういうなかでもヴェ

ルディについては、クラブに対する愛情を持っている選手がたくさんいます。みんな、このクラブに対

して愛情を持っている。このクラブのそういう気質は、すごく良いところ。こういうところは無くした

くないと思っています。この点について、三浦監督はすごくハッキリしています。例えば、ある選手に

我々が年俸を提示して代理人と交渉したとして、他のクラブからオファーがあるので、あと何百万円上

げられるかという返答があったら、その選手はやめましょうと三浦監督は言っている。年俸は下がって

も、他のクラブより低くても、このクラブでやりたい、三浦監督とやりたい、という選手が活躍すると

三浦監督は思っていると。そういう選手を集めましょうという話をしていました。彼からこのような方

針が出たので、選手の編成については迷いがありませんでした。 
私がＪリーグにいた時にクラブチームを見ていて思ったことが、チーム編成作業が遅れることは次の

シーズンに向けてマイナスだということ。まず監督が決まらないのはすごくマイナスです。監督が決ま

らないと、編成作業も進まない。もし監督が決まらないで編成作業を進めたとしたら、その監督はうま

くいくわけはないと思います。来シーズンに関して、編成の作業が早く進んだのは非常に良かったと思

います。 
編成について、私が川勝さんや三浦監督の話をすると、皆さんの耳にはもしかしたら川勝さんのこと

を批判しているように聞こえるかもしれませんが、そういったことは全くありません。私は川勝さんに

大変感謝しています。私が来る前のヴェルディは本当にひどい状況で、そういった状況でも監督を引き

受けてくれて、ここまでやってくれた監督です。攻撃に関して、あそこまでチームを作れる日本人の監

督はいないとリスペクトしています。感謝の気持ちしかありません。それは今も変わりません。そうい
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う前提で聞いてください。川勝さんと三浦監督はタイプが違う。どちらかというと、私の考え方は三浦

監督に近い。ですので、私が考え方に近いと思う監督を連れてきました。例えば、選手の人数について、

川勝さんは練習からチームを作り上げたいと考えていた。川勝さんの良さです。練習をすごく大切にす

る監督です。そうすると選手の人数が多くないといけない。それは要求されます。そうなると、同じ予

算で選手を多く保有するわけですから、選手一人の平均年俸は下がる。ここ２年はそういう状況でした。

それが良かったのか悪かったのか、結果が全てだと言われればその通り。勝てたかもしれないけど残念

ながら今回は勝てなかった。三浦監督と話をして、私はフィールドプレーヤー２３人～２５人、ＧＫ３

人と提案したところ、彼は同意をしてくれました。彼は、『なぜ同意したのかというと、ヴェルディに

は強固なアカデミーの組織があり、今の高校２年生にもすぐにトップで通用する選手がいるので編成は

その人数で構わない』と言っています。 
ただ、ヴェルディには左利きの選手が少ないとも言われました。左利きの選手が左サイドにいて、右

利きの選手が右サイドにいたほうがボールを持ち替えなくて済むのでボールは動かしやすい。彼はそう

いうところを大事にします。ですので、２０１３シーズンは我々のニーズにあう左利きの選手を何人か

獲りました。 
選手編成について、三浦監督は初め、なるべくギラヴァンツ北九州の選手をとりたくないというとこ

ろから編成の話はスタートしました。なぜなら自分が２年間やってきて、それを壊したくない、自分が

何かを残して出たいというのが希望でした。彼の意向を尊重しようと思いました。 
	 ただ、北九州の選手で年俸が下がっても三浦監督のもとでやりたい、という選手が何人かいました。

そういう選手を残すのは、これから新しいスタートを切ろうとしている北九州にとっても、良いことで

はないので、結果的には北九州の選手が何人か獲得することになりました。この点について、オシム氏

が日本代表の監督になった時に、瞬間的にジェフユナイテッド千葉の選手が増えたことは皆さん覚えて

いらっしゃると思います。それは、千葉の選手はオシム氏のやりたいサッカーを知っているからでした。

トレーニングにしても試合にしても、初期段階では監督の方針を理解している選手がいたほうが全体に

も伝わりやすいのでこういったことはあります。結果、オシム氏のサッカーが浸透するのが早かった。 
そういうこともあるので、北九州の選手が何人か入るというのは、試合に出られない選手かもしれな

いけど、三浦監督のサッカーがチームに浸透するのが早まると思います。結果だけ見ると、北九州には

申し訳ないと思いますが、我々にとってはプラスだと思っています。 
選手の編成はほぼ終わりました。先ほども言いましたが、私は、この２年間、ヴェルディを見てきて、

選手の質で負けているとは思っていません。それ以外の部分で勝負がついていると思いるので、そこを

埋めてくれる監督を連れてきたつもりです。私が、知る限り三浦監督は今の日本の指導者の中でも、ト

ップクラスで日本で一番いい指導者だと思っています。皆さんはどういうイメージか分かりませんが、

彼は、緻密で分析を大切にする監督です。 
もともと彼とは知り合いで、彼は世田谷区のトレセンのコーチでした。私の息子が小学５年生のとき

に、たまたまトレセンの練習を見学に行ったら、練習がすごく面白く、小学生にもこんな面白い練習を

するのかという印象を受けました。その時から、いつかこの人と仕事したいと思っていました。それか

ら、月に１度、食事をする間柄になりました。いろいろな話をする中でサッカー観の共有ができている

し、哲学も似ているので、そういう意味では今シーズンはすごく楽しみです。私が、待望した監督なの

で、シーズン終了後に三浦監督で良かったのかという質問が出るとすれば、責任の所在は全て私にあり

ます。必ず彼はやってくれると思います。 
チーム関係については、サポーターズシートを今年も実施していただき、ありがとうございました。
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毎年、本当に助かります。是非、このまま一層広がってくれたらなと思います。感謝です。  
『今年、One.になれなかった理由』は、もちろん指導者のこともあるのかもしれませんが、リーダー

シップを持った選手が中心選手の中にいなかったということも理由の一つです。勝っているチームとい

うのは、リーダーがいます。そういうリーダーを育てなければいけないと思っています。できれば、我々

のアカデミーから上がってくる選手の中から、リーダーが育ってほしいと思っています。来シーズン、

誰をキャプテンにするかというのは難しい選択です。私は、本来は 25歳から 28歳くらいの中堅くらい
の選手がキャプテンでチームをまとめて、ベテランがしっかりサポートするのがベストだと思いますが、

25歳から 28歳くらいの選手で、リーダーシップを持った選手がいるかというと、なかなか難しい。キ
ャプテン選びについては三浦監督と一緒にこれから悩まなければならないと思っています。 
 
参加者①	 ： 
今日はいろいろな話をしていただき、状況が理解できた話もありますし納得できる内容もありました。

今年昇格を逃して、先日、移籍してしまう選手と契約満了の選手が発表されて、残った選手で来年は戦

っていくのだろうと思っていました。 終節・草津戦の試合前に羽生社長が、『２０１３年はあまり補

強せずに今の戦力で戦う』とおっしゃっていたので、ずっとヴェルディのサッカー見てきた自分たちと

しては、もちろん生え抜きのレギュラー選手が中心となってやっていく、むしろそこを中心としてチー

ムを作っていかなければならないだろうと思っていました。 
今の話をお聞きしていると生え抜きの選手で移籍が決定している選手もいると思います。流動的と言

ってもおそらく、彼らが出ていくお金の中でそういう契約も成り立っているのだろうから、このラウン

ドテーブル後に移籍が発表されるのではと危惧しています。彼らはＪ２に落ちた時にアカデミーにいて、

ＴＯＰに昇格し、Ｊ１に上げるという覚悟をもってきた選手だと思う。だからヴェルディ愛がすごいん

だと思います。そんな中で河野選手のような生え抜きの中心選手が移籍してしまう前例が出てます。 
ヴェルディ愛のある選手でもクラブにお金が入るので移籍しなければいけないという状況は、育成の

カテゴリーの選手への影響が大きいと思う。クラブにお金が入るから出て行ってくれという話がここ数

年聞こえてくるので、なぜそのような交渉をしているのかと思う。たとえユースで日本一になろうとも、

プロに上がったら自分が育った、愛するクラブで長くやっていけないのかという思いがあると、そのク

ラブでプロにならないのではないか、またアカデミーにもいい選手が集まらず、育成のカテゴリーで勝

てないという状況の原因になるのではないか。昔はよみうりランド近郊から強い子がヴェルディに集ま

っていたが、今では近隣にＪ１のＦＣ東京や川崎フロンターレもあり、日本一のクラブをめざしてヴェ

ルディに強い子たちが集まるという流れが崩れていくと思う。それを危惧してユースを応援していた。

生え抜きの選手を移籍させるということは、今後起こるであろう問題に拍車をかけるリスクが非常に大

きいのでがっかりしている。そこはサポーターが危惧しているということをクラブに伝えないと、Ｊ１

に上がっても中心になりうる若い選手を売ってしまうというスタンスを続けるのではないかと危惧し

ています。その考え方を改善してほしいですし、Ｊ１に上がったら移籍させなくてもよいという方針を

社長から具体的に発信していかないと育成の選手は育たなくなってしまいます。サポーターとしてこう

いう声を上げないと育成選手を守れないと思っています。『サポーターはそう思ってくれているんだ、

クラブはお金がないから仕方がない』と思えないと育成の選手たちもやりきれないと思い、発言させて

いただきました。生え抜きの中心選手は絶対に残さなければならない選手だと私たちサポーターは思っ

ています。 
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羽生	 ： 
変な話ですが、私も同意見です。彼らは残さなければならない選手だということはわかっていますし、

彼らを中心にチーム編成もしなければならないということもわかっています。ただ、残念ながらクラブ

の状況はそういう状況ではなくて、先ほども話した通り、Ｊ１に上がれば、居続けられればそういった

連鎖からは逃れられるということはわかっています。ですから、１日でも早く、１年でも早くＪ１に戻

るというのが一番の近道だと思っています。今年のクラブの売上げ、経費は１２億円で、私がヴェルデ

ィを預かったときは１０億円のクラブで、それから少しずつ大きくなっています。ただ、もともとヴェ

ルディに来た時に４億円のマイナスがあり、そこからタートしたのでＪ２にいる限りにおいては赤字を

出せないという状況が続いています。足りない分はどうしても選手の移籍金で埋めなければいけないと

いう状況が続いていて、私も悔しい、皆さんと同じくらい悔しいです。ですが、もしこのまま赤字を出

してしまうことがあるとクラブライセンスに大きな影響を及ぼします。Ｊ１に上がった時は赤字を出し

てもいいと思っています。なぜならＪ１に上がれば黒字を出す自信があるからで、もし今年Ｊ１に上が

っていれば生え抜きの選手たちを失うという心配をしなくてよかったでしょう。 
 
参加者①	 ： 
来期ではなくて、今期の決算に赤字が出ているお金が足りないのですか。 
 
羽生	 ： 
その通り。来期ではなくて今期の決算で、毎年起こっています。Ｊ２では、そういう苦しい状況が続

いている。ただ、クラブがなくなってしまうとかＪリーグのライセンスを失うことはやってはいけない

ことなので、それを守るために致し方ないということはある。ただ、Ｊ１に上がればそういう状況は打

破できる。だからＪ１に上がるためには全力で何をしなければいけないのかを考えなければいけない。

皆さんの気持ちは痛い程に分かっています。その責任も感じています。 
 
参加者②	  
今シーズンについて質問を用意してきました。 
１つ目は、なぜＪ１に上がれなかったのか。私の意見は、選手を支えるスタッフが足りない。トレー

ナーが２人しかいないため、選手のケアがやりきれず、選手に怪我人がどんどん出てくるという悪循環

になってしまったのではないかと考えています。 
２つ目は、この場に昼田氏がいないのが残念ですが、昼田氏が獲ってきた選手が全然活躍できていな

い、川勝監督のニーズが合っていなかったのではないかと思います。実際、今年入った選手の中で、年

間で活躍した選手は西選手だけでした。 
３つ目は、正式発表前の選手情報やスポンサー情報が特定の報道機関から出ている。杉本健勇選手の

契約更新が決まっていないのにスポンサーが５社決まったというような情報が出て、レンタル移籍中の

杉本健勇選手は、移籍元のクラブに戻ってしまったので事実上、話がなくなったと聞いています。どう

して特定のところから情報が洩れるのかが疑問です。 
 
羽生	 ： 
杉本健勇選手の件について、スポンサーがどうこういう話は、私は知りません。そういう事実はあり

ません。報道新聞に書かれていることがすべて本当のことというわけではないです。新聞報道というこ
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とに関していうと日経新聞に書いてあることさえもすべて本当のことが書いてあるわけではないです。

皆さんも自分の会社について書かれてみるとわかると思いますが、実際書かれてみると全然違うのにと

いうことがたくさんあると思います。そういうのが報道機関で、彼らは何かを書かなくてはいけないの

で、杉本健勇選手残留でスポンサー５社などといった情報はないですし、ヴェルディが流したというこ

ともありません。 
トレーナーの話については、２人がいいか、２人がいいかと考えはそれぞれありますが、選手の獲得

の話も含めて、川勝さんの在任中は川勝強化本部長、昼田強化部長の体制で、編成の話は２人がしてい

ました。私は彼らに予算を与えて、彼らはその予算内で選手をそろえなければならないということでし

た。先ほども言いましたが、川勝さんは、ある程度選手の人数が必要な監督で、人数が増えると一人一

人の年俸を低くしなければならない。必ずしも要望が違うかというと、 終的な決断は川勝さんだった

ので、そこのニーズがずれているということはなかったと思いますが、結果的に試合に出さなかったの

は川勝さんに聞かなければわからないです。 終戦の草津戦の前に数人のサポーターの方から、昼田強

化部長のことについては、責任を取らなければというような意見もありました。もちろん彼が 100％だ
とは思っていませんし、今回の編成については私と三浦監督でやりましたので、今までとは違った選手

編成になっていると思います。彼は長年の経験があり、広い情報網を持っています。ですから彼のスト

ロングポイントを活かすことが大切だと思っています。 
スタッフの数については監督が決めます。コーチングスタッフについては川勝さんが全員連れてきて、

トレーナーについても要求もあって全て要望は聞きました。それはクラブが現場に押し付けるものでは

なくて、現場が決めるものです。 終的に、選手一人獲るのかトレーナーを一人獲るのかはチーム、監

督が判断します。それで 終的にトレーナーが２人になったのでしょう。 
 
参加者②	 ：	  
去年から見ていて怪我人が多く、なぜこれほど怪我人が多いのにケアするスタッフが少ないのかと思

っていて、それを現場が決めたということはビックリした。	  
スポーツ新聞については、杉本健勇選手のことだけではなく、クラブの発表前に出てきたことがほと

んどその通りになっている実態があります。これについて、今後も続くと、選手も警戒して交渉に臨む

ようになってしまうという恐れがあり得ますので、今後はこういった情報管理の点について改めていた

だきたいと思っています。 
 
羽生	 ： 
情報については、クラブから漏れるケースよりも選手やその周りから漏れることが多いです。あるス

ポーツ紙の記者はヴェルディにすごく思い入れのある記者で、選手との距離が近かったりします。例え

ば、選手同士の代理人が一緒だったりすると代理人を回って選手から情報が入ったりすることがありま

す。そういうケースがすごく多いです。特定のスポーツ紙に情報が出ることが多いというのは、その記

者が他の記者よりがんばっているという事実でもあります。クラブの誰かが漏らしているというケース

は私が知る限りほとんどないです。 
 
参加者②： 
クラブとしてこういったことを問題視しているということはないのですか。正式発表前に移籍・獲得

情報が出てしまったら他の選手との交渉に影響があると思いますが、そういった問題に対してどのよう
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に認識をしていて、どのように改めていくのか。 
 
羽生	 ：	  
情報を得るのは記者の仕事です。当然、我々は出したくない情報は守ろうとします。ですが、我々が

守っても、記者がいろいろなところから情報を得て、その情報についてクラブから書かないでほしいと

頼むことはありますが、それはアウトオブコントロールです。それは記者の権利侵害になる。それ以上

言うと関係が悪くなる。逆に、我々が記事にしてほしい情報もあります。たとえば、小さいことでもヴ

ェルディに愛情のある記者が一生懸命頑張ってくれて、記事にしてくれるというメリットもあるので、

メディアとは上手に付き合わなければいけない。我々はお客様に来ていただく商売なので、情報を出す

ことがすごく大切だと思っています。Ｊクラブの広報の人は勘違いしがちですが、隠そうとするからみ

んな知りたがる。そういった情報の出し方、扱い方がすごく大切です。メディアとの付き合い方につい

ては、なるべく彼らの権利を侵害しない形で自分たちに有益な情報をどうやって出すかを考える方が結

果的に得策だと思っています。 
怪我人については、結果的にベテランが多かったことも怪我人が多かった原因の一つであると思いま

す。川勝さんに申し訳なかったと思うのが、今シーズンのサッカーよりも私が社長になった年(２０１０
シーズン)の方がいいサッカーをしていたと思います。あのときは点が取れませんでしたが、シーズン後
半はすごく可能性があるサッカーをしていました。みんなで頑張って１点を守って勝つというサッカー

をできたときでした。あのときは本当に選手がいなくて、サブの選手を選べないくらいの状況でした。

時には中学生を２人ベンチに入れなくてはいけないような状況でした。それからすると、今年は川勝さ

んの３年目だからなるべく監督の言う通りにやろうということを昼田強化部長に伝え、要望をなるべく

聞こうとしたが、もしかしたらもう少し選手を絞ってやってもらった方が、割り切って若い選手を使っ

てくれて、結果的にそっちの方がよかったのではという思いもあり、少し後悔しています。 
 
質問者③	 ： 
社長のお話の中にもありましたが、選手の保有人数について、他クラブで予算が減り選手を１４人も

放出しなくてはいけないという記事がありましたが、ヴェルディはここ５年くらいずっと１４人以上放

出しています。理由としては保有選手数が多いため補強するとなると入れ替える人数も多くなる。選手

からすると、たくさんの選手が首になるクラブに行ってチャレンジしようと思う選手はほとんどいない

と思います。先ほど、来シーズンは選手の人数を減らすということ言っていたのでその点については安

心していますが、サポーターの中には選手個人を応援している人もいるので、なるべく保有人数は増や

さず継続し、放出も少なくする方向でお願いします。 
併せて、外国人選手の保有について枠が空いているので他に考えている選手がいるのかをお聞きした

いと思います。 
 
羽生	 ：	  
ブラジル人選手については獲る気はないです。もう懲りました。同じ年俸を出すのであれば日本人に

出す方がよいと思うので、今のところ獲る気はないです。いい選手がいたら考えますが。 
保有人数について、あんまり選手の流動性がないというのも嫌で、ユースから今シーズンは５人、来

シーズンは６人昇格しますが、保有選手数を増やさないならば６人は戦力外にしなければならないでし

ょう。 
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ユース監督の冨樫監督には毎年、ＴＯＰ昇格できる選手を１０人育てなさいという話をしています。

それは、選手の流動性や、経営者として 悪の状況で選手を放出しなければならないことも想定し、育

成から上がってくるから大丈夫という状況は作っておきたい。ですので、生え抜きの選手を移籍させな

ければならないという状況になっても、彼らのポジションができる有能な新人が上がってくるわけで、

そういうリスクヘッジの意味もあります。今の我々のようなクラブはある程度の流動性は仕方がないと

思います。２０１４シーズンにまたユースから５人上がってくるとすれば、２５名の中で５名＋３～４

人補強するとすれば当然その人数が変わるということだからそれは悪いことではないと思います。あま

り選手を固定して戦っていくと、世代交代の時の反動が大きくなって苦しむこともありますから。 
また、負け惜しみに聞こえるかもしれませんが、ヴェルディのサッカーはＪ１に行った方が勝てるサ

ッカーだと思います。だから、来シーズンはガンバ大阪との試合は楽しみです。負け惜しみではありま

せんが、Ｊ２では割り切って籠城されると崩し切れない。前に出てきてくれるチームの方が、ボールを

動かせるチームとしては勝てる可能性が広がる。だからＪ１に行った方が勝てると思っています。早く

Ｊ１に上がりたい。 
 
参加者③	 ： 
ユースについては応援していてたくさん昇格する分、放出されることは理解しています。また、来シ

ーズンから２３歳以下は下部リーグに移籍ウィンドーに関係なく移籍できるということを聞いて、来年

に関しては町田ゼルビアがＪＦＬで、近隣クラブなので誰か行くのかなと予想したりしています。そう

いった状況で、目に見えて他クラブより放出人数が多いというのは避けていただきたい。重ねてお願い

します。ありがとうございました。 
 
羽生	 ： 
先ほども話しましたが、育成組織については弱体化しているとか、いい選手が集まっていないという

ことは全くありません。ジュニアユースの世代の勝敗はあまり重視していない。ユースはジュニアユー

スで３年間育てた選手がいるので勝てなくてはいけないし、勝てないのは指導者の責任があると思いま

す。ジュニアユースで勝とうと思えば体格がよくて速い子を連れてくればいい。でも、それだけでは絶

対伸びません。我々のようなサッカーをするならサッカーできる選手でないと。それをどうやって育て

ていくかがすごく大切なので、森コーチをトップのコーチから異動させてジュニアユースの監督をやっ

てもらっています。ジュニアユースが一番大切。そこで試合に負けているからといってその方針がぶれ

るようではだめです。それは指導者が方針を曲げないようにしければならないと思っています。 
 
質問者④	 ： 
先ほど、ユースから上げて、中心選手にならなければならないとおっしゃっていたが、それは共感で

きます。それと、入場者数の増加につながると考えていることが、ヴェルディの選手が日本代表には選

ばれることです。４年後ないし６年後にヴェルディの中心になるであろう選手に試合経験を積ませるた

めに、今後、戦略的にレンタルなどで移籍させることもあると思いますが、特に次の五輪代表を狙わせ

る選手を挙げるとすれば誰になるか教えてください。 
 
羽生	 ： 
選手の育成について、今の日本の一番の課題はＪリーグにサテライトリーグがなくなったこと。１８



10 

歳でユースからプロに昇格させ、フィジカルの強い子はすぐに活躍できる場合もあるが、プロのスピー

ドに慣れるのに多少時間がかかる選手もいます。本当は２～３年は見てあげたいですが、サテライトリ

ーグがないので試合の機会がない。そこが大きな課題です。各クラブは大学で経験を積ませたり、我々

はレンタル制度を使って、いい監督がいるところに選手を移籍させて、鍛えてもらうということをやっ

ています。キローラン木鈴選手、キローラン菜入選手、高野選手は北九州の三浦監督のもとで 1年間や
って、帰ってきたらレギュラーを獲れるほど成長している。高野選手に関しては、チャンスがあった時

に怪我をしてしまい、チャンスを掴めず今帰ってきてもレギュラー争いに絡めないと思ので、レンタル

移籍先ではレギュラー争いに絡んで、もう一年経験を積んで帰ってきてくれればいいと思っています。

舘野選手も同じです。シーズンが始まってからも、夏までレギュラー争いに絡める選手とそうでない選

手を見極め、若い選手を自由に出せるシステムになったのでうまく利用しながらやっていくしかありま

せん。 
次のオリンピック代表については、自分が監督ではないのでわからないが、今の高校２年生はすごく

レベルの高い選手がそろっているし、中学３年生にもすごい選手がいる。彼は将来、日本代表で１０番

になる可能性があるのではないかと思うし、来年プロ契約してもいいと思うくらいの選手だ。ただ、周

りからはじっくりやりましょうと止められている。そういう選手もいて、今後は代表に入る選手もいる

と思います。 
 
質問者⑤	 ： 
先ほど社長からジュニアユースの話があり、結果だけをみて心配していたのですが、話を聞いて少し

安心しました。ジュニアユースについては、話を聞いて興味が湧いたので試合日程などの情報を公式サ

イトなどで充実させていただければと思います。 
質問が一つと、お願いがあります。今年の平均観客数が横ばいもしくは少し減ってしまったのですが、

こういった状況は何年も続いているので、来年に向けて具体的な施策はあるのか、また、それに関して

クラブからサポーターに協力してほしいことがあれば教えていただきたい。現場のスタッフの要望でも

構わない。例えばスポンサー関連で、ここのスポンサーをみんなで盛り上げてほしいなど何でも結構で

す。 
 
羽生	 ： 
佐々木事業部長が来年の集客の責任者です。 
観客動員に関しては横ばいで、他クラブが減っている現状を考えると悪くはないと思うが、劇的に伸

びているわけではないので何としてもやらなければいけないと思います。 
 
佐々木（現 事業部長）	 ： 
昨年はシーズンチケットホルダーの方が約１４００名でした。やはり今後、観客動員を増やすために

はシーズンチケットホルダーを増やさないと入場料収入が増えず、入場料収入の安定がクラブを安定し

て経営するために不可欠です。皆様にお願いしたいのは、シーズンチケットを購入していただける方を

ご紹介いただきたいことです。１２月からホームタウンを中心に法人および個人のシーズンチケットを

購入していただくべく様々な活動をしております。羽生からもお話させていただいた通り、アルビレッ

クス新潟の戦略を参考にさせてもらって、今シーズン５５００人の平均観客動員を来シーズンは７００

０人くらいに増やしていきたいと考えています。是非、購入していただける方を紹介していただいたり、
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アイデアをいただければ幸いです。よろしくお願いします。 
 
質問者⑥	 ： 
先ほど羽生社長が２０１０シーズンの方が強かったとおっしゃっていたと思いますが、個人的には今

シーズンのヴェルディは強かったと思います。少なくとも夏は首位に立つなど、昇格できる可能性は高

かったと思います。それが例年は強かった夏場に勝てなくなり、怪我人、キャプテン、外国人選手など

の要因があって、 終的に昇格を逃してしまうということになりましたが、そうなるプロセスの途中で、

改善できることがあったのではないかと思っています。チームはいろいろやってきたと思いますが、僕

たちは一度首位立つなど、すごく楽しくサッカーを観て期待をしていたのですが、だんだん右肩下がり

になっていく中で何かを変えていく姿勢・意見があまり見られなかった。すごく不安ではあったが、サ

ポーターなので根拠もなく、ただひたすらに信じてシーズンを戦いました。結果的に、岐阜戦の後に川

勝監督が辞任してしまった。もう少し前々から昇格するために、改善点や姿勢を見せてほしかった。昇

格した他のチームも盤石ではなく、ヴェルディと同じ状況だったと思います。その中でなぜ昇格できた

かは、シーズンを通して強くなっていったからだと思います。シーズンは長いので低迷するときもある

が、その時に何かを変えて昇格しようという姿勢が見えなければ来年以降も失速して、同じことを繰り

返してしまうのではと思います。そういう指針をシーズン途中で見せてほしかった。来シーズンも厳し

いときはあると思うが、そういう時にクラブが何を示してくれるかが知りたいので考えを聞きたい。 
 
羽生	 ： 
シーズンの途中で何かを変えるということはすごく勇気のいることで難しいことです。これから話す

ことは川勝さんの批判ではないという前提で聞いてください。川勝さんのことはすごく好きだし、尊敬

しているし、また一緒に仕事をしたいと思っていますから。 
質問の趣旨とは違うかもしれないが、結果的に今年勝てているチームは、チームのマネジメントが上

手な監督のチームが勝っています。サッカーの質よりもチームをまとめるなどマネジメント力に長けて

いるチームが結果的に成功しています。そこがヴェルディには欠けていて、リーダーシップを持った選

手を我々が見抜けなかったこと、チームが一つの方向に向いてなかったことが一番の要因だったと思う。

シーズン後に主力選手と話をしたがみんなそう言う。その中で、選手はもがき苦しんでいたけど、どう

していいかわからなかった、と。だから、私は選手を入れかえる決断をして、マネジメントをできる監

督を連れてきたつもりです。三浦監督に関しては、マネジメントもそうだし、戦術的にも分析が優れた

監督だと思っています。来シーズンの結果は違うと思う。チームの中から壊れていくことはないと思う。

結果的に、昨シーズンも今シーズンも自滅している。それはマネジメントだけの責任ではないが、現実

です。こうしたことが変わらないと勝てない。やはりチームを管理する上で、情の管理が一番難しい。

選手に対して、一生懸命努力をしている姿を見ると情も湧いてきます。ベテラン選手には１年でも長く

やってほしいと思うし、若い選手には早く活躍してほしいと思う。しかし、選手には対してはフラット

でいなくてはいけない、どの選手とも距離感を一緒にしなければいけないと思っていて、情の管理がと

ても難しいと感じていました。でも勝てなかったことは事実で、この２年間を総決算し、チーム編成し

たので、来年は違うと思います。途中で崩れるということはないと思うのでみんなにも見ていてほしい

ですね。 
 
参加者⑥	 ：	  
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マネジメントの重要性はいつ頃から持っていたのですか。 
 
羽生	 ： 
それはずっと前からです。ヴェルディの仕事をする前から。岡田武史さんは昔からの友人ですが、彼

のサッカーが戦術的に優れているかは別にしても、彼はチームを一つにして勝たせることができる人で

す。 
 
参加者⑥	 ： 
そういう意味で言うと、今シーズン以前のヴェルディにマネジメント力や一つになれる環境が不足し

ているとシーズン途中で認識していたならば、目に見える形で改善・解決する努力をしているように見

えませんでした。そういう認識があったならば今年中に改善してほしかったです。 
 
羽生	 ： 
指導者によって標榜するスタイルがあり、川勝さんはマネジメントよりも戦術を重視する監督でした。

その監督に任せた以上は、マネジメントに関しては目をつぶらなければならないし、それがヴェルディ

流なのかと思って、それをリスペクトしなければという思いがありました。しかし、２年間結果がでま

せんでした。質問の趣旨とは変わるかもしれませんが、来シーズンは皆さんが思うようなヴェルディの

サッカーとは、質が違うかもしれません。その観点からの批判はあるかと思います。しかし、勝ち点を

取れるサッカーをすると舵を切っており、勝つしかないと思っています。２０１２シーズンに関しては、

指導者を代えるということはしたが、そこから大きく舵を切るということは難しかった。代えるとした

ら２０１１シーズン終了後に監督を交代するという選択肢はあったかもしれません。しかし、私は、川

勝さんで３年目を勝負したかったので交代しなかった。そういう意味では、Ｊ１に上がれなかった責任

は 後は私にあります。川勝さんに頼んだのは私だから。 
 
質問者⑦	 ： 
三浦監督とは何年契約なのかと来季のコーチングスタッフがどうなるのかをわかる範囲で教えてく

ださい。ベレーザも含めて。 
また、先ほど代理人の話が出たが、今の選手はどれくらい代理人がついているのかも教えてください。 

 
羽生	 ：	  
三浦監督はなるべく長くやってほしいと思っています。５年で日本一になろうという話をしています。 

コーチングスタッフについて、三浦監督は次の対戦相手の試合を遡って 5試合見るが、コーチにも分析
をさせて自分以上の分析を求めるらしく、現場での指導よりも分析力に長けたコーチが必要だといって

います。昼田強化部長がピックアップしたコーチの中で、三浦監督と直接 2時間話をした結果、そのコ
ーチに決めますと電話があり、決まりました。そのコーチが間瀬コーチです。彼はクロアチアで勉強し

ていた人で、ジェフユナイテッド千葉時代にオシム氏の通訳、アマル元監督の時にコーチをしていて、

昨年は岡山でコーチをしていました。あとは、今までは分析専任でやっていた寺門コーチで、彼に分析

を中心にコーチになってもらうことになりました。GK コーチは吉岡という分析力のあるコーチで、Ｇ
Ｋコーチは選手を育てるためにはボールをたくさん蹴らなければいけない、とにかく若くて本数を蹴れ

るコーチが条件だった。三浦監督に聞いたら、いいコーチがいるからということでやってもらうことに
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なりました。 
ベレーザは野田から寺谷に交代することになりました。寺谷監督は１３年間、メニーナの監督をやっ

ているので、今やっている選手は全部寺谷が上げた選手です。そういう安心感があります。野田を変え

たのはマイナスの要因で変えたわけではないです。 
ベレーザのコーチは津越です。なぜかというと三浦監督はフィジカルコーチは不要と言っていたので

すが、津越コーチはいいコーチなのでクラブに残したかった。そこで寺谷のサポート役としてちょうど

よかったのでそうしました。メニーナ監督は鈴木俊です。 
終的に決定ではないが、この２年間コーチングスタッフには哲学的な話をずっとしているので、な

るべくクラブにいる人材でやりたいと思っています。 
代理人については、今や高校生の時からついている。中島選手にもついているし吉野選手にもついて

います。 
 
参加者⑦	 ：	  
ほとんどの選手に代理人がいるということですか。 

 
羽生	 ： 
そうです。選手によっては、チームに帰属しているというより代理人の方を向いて仕事しているとい

う選手が多いので、そういう選手はなるべく獲らないようにしています。 
 
質問者⑧	 ： 
話の冒頭に、生え抜きの選手を赤字の補てんのために出さなければならないという話でしたが、赤字

の原因や赤字を減らすといった方策、選手を移籍させなくて済むための経営的な方策改善点はあります

か。具体的な方策までは結構ですが、サポーターとしては選手の流出を無くしたいので、そのための経

営改善の方策を教えていただきたい。 
 
羽生	 ：	  
お金が足りなくなった理由は入場料収入が上がらなかったこと。また、どうしても川勝さんにＪ１に

上がってほしかったという思いがあり、要求を聞いていました。杉本健勇選手を獲ったり、柴崎晃誠選

手を獲ったりで、何人か補強はしましたがやはり選手が入れ替わりするとそれだけお金がかかる。それ

はわかっていたが、Ｊ１に上がるためにはリスクを侵さなければならないこともあって、補強をしまし

た。結果的に、それでお金が足りなくなったということはありました。杉本健勇選手がいた時は良かっ

たけど、元々はいない選手だったとはいえ、いなくなると喪失感があって、今思うと獲らない方が良か

ったのではという後悔はあります。 
以上で本日のラウンドテーブルは終了となりますが、皆さん、こういうファン・サポーターとの意見

交換の場は年に１回でいいものですか。 
 
参加者 ： 
	 なるべくたくさんあった方がいい。 
 
羽生 	 ：	  
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シーズン中にやっても話せないことがありますがいいですか。その時は話せないとなってっしまいま

すが。 
 
参加者 ：	  
それで大丈夫です。 

 
羽生	  ： 
それなら年に２回くらいやってもいい。基本的に、皆さんのことを家族だと思っているので、もし他

にも聞きたいことがあったら直接僕に聞いてください。 
後に、当然、私の言っていることを何言っているんだと思う人もたくさんいると思います。私が影

響を受けた犬飼さんの言葉で『７～８割の人が批判するようなことじゃないと改革とは言わない』とい

う言葉があります。７割は多すぎると思うが、半分くらいの人が、何やっているんだというようなこと

をしないと改革にはならないと思うことがある。そのようなことをすることが今後あるかもしれないが、

自分が全て正しいとは思っていないので意見があれば言ってほしいと思います。 
また 後に伝えたいことがあります。私はヴェルディについて、生半可な気持ちではやっていません。

本当にこのクラブを日本一にしようと思ってやっているから、愛情を持って叱ってほしい。今年Ｊ１に

上がれなかった責任は誰にあると言われれば 高責任者である自分にある。ですが、自分なりにいい方

向に行くようにもがき苦しんでやっているので、批判は受けるが、直接言ってほしい。変えられること

は変える。変えられないことはちゃんと説明します。 
今後できれば、何でも話せるファミリーが１０倍になってほしいと思います。ラウンドテーブルが味

スタのバックススタンドを使わないと開催できないくらいになってほしい。 
次回は、来年の夏にやりましょう。 
それではまたスタジアムで会いましょう。ありがとうございました。 


